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『オルドス民話収集』（２） 
―銭世英著、1999 年、フフホト― 
 
訳 児玉香菜子 
 
１. テキストについて 
本テキストは『オルドス民話収集』（内蒙古人民出版社、1999 年）1に収められている民話 86 話の
中ら 13 話を翻訳したものである。言語は漢語である。 
同著書で民話は「動植物の民話」、「人物の民話」と「神話物語」の 3 つに分類されている。「動植
物の民話」に収められているのは 28 話、「人物の民話」は 34 話、「神話物語」は 24 話である。本稿
で翻訳する 13 話はすべて「動植物の民話」に収められているものである。 
翻訳した民話それぞれの末尾に原題と原著の頁番号および口述者の氏名（民族）、収集整理年を記
した。民族は著者との関係と氏名表記から類推したものである2。原著の言語は漢語であるが、著者
はモンゴル人である。口述者がモンゴル人の場合はモンゴル語で語られたものを著者が漢語に翻訳し
ていると考えられる。 
 
２．民話 13 話の内容 
今回翻訳した民話 13 話で登場するのはすべて擬人化された動物とモノである。 
内容は笑話、由来話、知恵比べ、教訓話である。 
登場する動物はウマ、猟犬、ネコとイヌと野生動物である。今回とりあげる民話にはウマをのぞい
て、モンゴルの家畜であるウシ、ラクダ、ヒツジ、ヤギが登場する話は 1 話もない。ウマは馬車馬と
して登場しているが、モンゴルでウマを馬車馬として利用することはほぼない。本稿で紹介する民話
に登場する野生動物はスズメ、ケナガイタチ、ウサギ、ウズラ、ライオン、キツネ、白鳥、亀、シカ、
カササギ、トラとアヒルである。原著において本稿で紹介する民話も含めて野生動物を主人公とする
民話は 28 話中 16 話にのぼる。同じくオルドスで採録された民話を掲載している『オルドス口碑集』
（1966 年、磯野富士子訳）には動植物だけの民話は掲載されておらず、類話はない。モンゴルの昔
話では動物が重要な役割をもっていることがすでに指摘されているが（e.g. 小沢 1976：328-329）、
ウマなどの家畜ではなく、野生動物を主人公とする民話が数多く収集されているのも本著の特徴であ
ろう。 
                                                        
1 原著名は『鄂尔多斯民间采风』、著者は銭世英である。民話の採録地は中国内モンゴル自治区オル
ドス（鄂尔多斯）地域、おそらくウーシン旗である（児玉訳 2016：121）。著者およびウーシン旗に
ついては児玉訳（2016）を参照のこと。 
2 オルドスのモンゴル人の名前の漢語表記はモンゴル語名の音訳であることがほとんどである。 
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３．動植物の民話 
（１）スズメが寺を建てる 
たくさんのスズメがおしあいへしあい一緒に夜を明かしている。とても寒く、どうやっても寝付け
ない。そこで、がやがやと騒ぎはじめた。 
「明日、みんなで小屋を作ろう。」3 
と云う者もいれば、 
「明日みんなで巣を作ろう。」 
と云う者もいる。また、 
「みんなで大きな寺を建てよう。」 
と云う者もいる。ここに話が及んで、すべてのスズメはみんなうれしそうに大きな声で叫びはじめた。 
「そうだ。大きな寺を建てよう。七七、四九4ものたくさんの部屋がある寺を建てて、スズメの仲間
たち全員がそこに暮らそう！」5 
スズメたちは云えば云うほどうれしくなって、ぴいちくぱあちく、夜中までずっと騒いでいた。最
終的に夜が明けたらすぐに取りかかることに決めた。 
翌日、スズメたちはみんなお腹が空いて、お腹がグーグーと鳴っている。みんな各々「たとえどん
なに大きなことでも、まず先に食べ物を探して腹を満たしてからにしよう」と考えた。そこで、みん
なわあっと声をあげて散り散りになり、食べ物を探しに行った。 
 太陽が出てきて、大地を照らしてぽかぽかと暖かくなった。スズメたちは空腹も満たされ、小屋も
巣も作らず、寺も建てず、これまでどおりに暮らしていくことができると考えた。そこで、みな風の
当たらない場所を探して日向ぼっこをし、再び寺を建てることを誰ももちださなかった。 
 誰が知っていただろうか。日が暮れると、北風がまたもや吹きはじめた。スズメたちは凍えてずっ
と震えていて、どうやっても寝付けない。そこで、またがやがやと騒ぎはじめた。 
「明日、みんなで小屋を作ろう。」 
と云う者もいれば、 
「明日みんなで巣を作ろう。」 
と云う者もいる。また、 
「みんなで大きな寺を建てよう。」 
と云う者もいる。 
「そうだ！寺を建てよう。やっぱり大きな寺を建てよう！」 
ここに話が及んで、すべてのスズメはみんなうれしそうに大きな声で叫びはじめた。 
                                                        
3 原著では「」が付いていない箇所でも、文意にてらして「」を付けている。 
4 たくさんの意。 
5 原著では会話により改行の有無にばらつきがある。本稿では会話文の場合はすべて改行に統一した。 
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「そうだ。大きな寺を建てよう。七七、四九ものたくさんの部屋がある寺を建てて、スズメの仲間た
ち全員がそこに暮らそう！」 
スズメ全員がまた口をそろえて叫びはじめた。 
「もし建てるなら、四九の部屋ある、冬に暖かく、夏に涼しい大きな寺を建てよう。このように住ん
で初めて満足できる。」 
 
≪原典≫原題「麻雀盖庙」、3 頁。ウサラゴワ（著者の母、モンゴル人）口述 1988 年採集整理 
 
（２）ケナガイタチ6が横穴を掘る 
1 匹のケナガイタチが自分のために横穴を掘って新しい家を建てていた。 
 ある夜中、ケナガイタチは大変な労力を費やし、非常に凝った横穴を 1 つ掘り、そこに居を構える
準備をした。この完成したばかりの新しい家を入念にしみじみと眺めていると、突然この横穴に少し
奇妙な臭いにおいがあることに気が付いた。「実に残念なことだ！」ケナガイタチは慎重に少し思案
し、「新しい家に住むからには、完璧でなければならない」と思った。「この部屋に充満するむっとす
る臭いにおい。新しい家である宮殿の荘重さとこの名をとどろかせている私の威厳をなんとも損なう
ではないか？」そこで、労力を少しも惜しまず、この横穴を打ち捨て、また改めて横穴を別にもう 1
つ掘ることにした。 
 2 番目の横穴が完成するにあたって、ケナガイタチはにおいを嗅いでみるとすぐに、はじめの横穴
と全く同じで、あのむっとする臭いにおいがすることに気が付いた。ケナガイタチは首を振ったが、
また大いに意気込んで工事をはじめて、別に新しい家を建てた。 
 3 番目の横穴をついに掘りおえたが、嗅いでみると、やはりとてもへんなにおいがする。ケナガイ
タチは長々とため息をついた。しかし、ケナガイタチはがっかりすることなく、固く決意する。「あ
らゆる犠牲も惜しまず、誰もかれも見た人は皆が誉める、誰であろうとも文句のつけようがない、新
しい家を作ろう」と固く決心した。このように、ケナガイタチは掘ってはまた臭くて打ち捨て、打ち
捨ててはまた掘った。まるまる一晩、いっときも休まなかった。夜明けごろ、7 番目の横穴を掘り終
えた。誰が知るだろうか、においを嗅ぐと、あろうことかやはり臭くてにおいを嗅げないほどだ。怒
りで呆然とした。 
 このとき、白ウサギがここを通りかかり、この光景をみて、不思議に思って尋ねた。 
「尊敬するケナガイタチさん、あなたさまはなぜ一度にこんなにたくさんの宮殿を建てたのですか？
お嫁さんをたくさんもらうのですか？」 
                                                        
6 モンゴル語でフルン（xüren_e）。原題の「库儿纳（kuerna）」はモンゴル語を漢語で音表記したもの。
原注によると漢語方言で「瑪内狐子（manaihuzi）」という。 
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「おい！私をからかわないでくれ。」 
ケナガイタチはこうこうしかじか、事情を白ウサギに話して聞かせた。白ウサギはケナガイタチの
訴えを聞きおえると、本当に驚くとともに少し怪しんで、白ウサギは云う。 
「それは本当におかしいですね。どうして掘ると臭く、7 つの横穴みんな臭いなんてことになるので
しょうか？」 
このおかしなことを検証するために、白いウサギは自ら 1つ 1つ穴に入って正しいか否かを確かめた。
結果、おかしなにおいがする横穴は 1 つもなかった。白いウサギはこの結果をケナガイタチに報告し
た。   
 ケナガイタチは突然変わった事実をどうしても信じられず、それで慌てて横穴に走って入り、改め
て 1 つ 1 つ確かめ、自分がうそをついていないことを確認した。 
「それはおかしいな。」 
白いウサギはすばやく何回か目を回すと笑って云う。 
「私がにおいを嗅ぎに行くと確かに少しも臭くないが、あんたがにおいを嗅ぎに行くと必ず臭い。あ
んたさん自身に問題があるのではないでしょうか？」 
 ケナガイタチはとても納得がいかず、かつ腹が立った。しかし、ケナガイタチがうつむいてまじま
じと自分の体のにおいを嗅いでみると、やっぱりむっと臭い臭いにおいがした。 
 
≪原典≫原題「库儿纳挖洞」、4-5 頁。バーバ（著者の父、モンゴル人）口述 1988 年採集整理 
 
（３）ネコとネズミが仇敵になる 
 天帝がネコにいいつけた。 
「明日の早朝、東の山に集まって会議を開き、12 支の順番を決めるぞ。」   
 ネコはこの話をネズミに伝えた。 
 ネコは寝坊助であることを自覚していて、寝過ごしてしまうことを心配した。ネコはネズミの睡眠
が浅く、いつもまる一晩無駄に寝返りをうっていることを知っていた。そこで、ネズミに時間をみて、
ついでに起こしてくれるようお願いした。 
 ネズミは二つ返事でネコのお願いを承諾した。ネコは安心して眠りについた。ネズミは夜中まで寝
返りをうっていて、そろそろと思い、ネコを起こしに行った。ちょっと押してみても、ネコは目覚め
ない。ネズミは突然ある考えが頭に浮かんだ。目をくるくると回して考えをめぐらせ、こっそり逃げ
出した。 
 ネズミが東の山から会議がおわって戻ってくると、ネコはまだぐうぐうと熟睡していた。 
 ネコが物音を聞いて目を覚ましてまず見たのがネズミである。さらに、すでに夜が明けていて、「あ
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っ」と声をあげると、飛び起きてネズミをひっつかまえて走った。 
 ネズミは知っていながら、わざと尋ねた。 
「おや、ネコの兄さん、そんなに慌てふためいて、どこに行くのですか。」 
ネコは云った。 
「東の山だよ。昨日わしはおまえさんに告げなかったかい？」 
ネズミは云った。 
「あれ？私はとっくに行ってきましたよ。」 
ネコは慌てて尋ねた。 
「それなら今日 12 支の順番を決めなかったのかい？」 
「誰が順番を決めなかったと云ったのだい？」 
ネズミは得意満面で 
「私が 1 番だった。」 
と云った。 
 ネコはそれを聞くと烈火のごとく怒り、 
「それならおまえはなぜ私に一声もかけずに自分だけで行ったのだ？おまえは自分勝手な裏切り者
だ。」 
と云いながら、とびかかってネズミを捕まえた。 
 この事件の後、ネコはネズミをひどく恨み、どこに行こうとも、ネズミを見つければ必ず怒りがこ
みあげるようになった。ネコがネズミを食べるのはこのようにしてはじまったのである。 
 
≪原典≫原題「猫鼠结仇」、9 頁。バーバ（著者の父、モンゴル人）口述 1988 年採集整理 
 
（４）賢いウサギ 
 額が黄色いヒツジが子ヒツジをつれて道を急いでいた。しばらく歩いて、小さな川のほとりにや
ってきた。ちょうど川を渡ろうとしたとき、川の対岸でオオカミが道をふさいでいるのに気が付い
た。ヒツジはしばらく前に進むことも後ろへ退くこともできなくなった。ちょうどその時ウサギが
やってきた。ウサギは対岸のオオカミを見て、ヒツジに云うのは、 
「恐れることはありません。私が子ヒツジも連れてあなたを送ってあげましょう。」 
 額が黄色いヒツジはそれを聞いて半信半疑だったが、ヒツジには他の方法もなく、おとなしく従
ってウサギの後ろを一歩一歩前に進むほかなかった。ちょうど小さな川を渡ったとき、オオカミが
大声で叫んで尋ねた。 
「おまえの後ろにいるのは誰だ？」 
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「わたくしのうしろにいるのは天帝が派遣した額が黄色い象の大臣と大臣の護衛兵です。」 
ウサギはとても落ち着いて答え終えると反問した。 
「おまえは誰だ？」 
 オオカミは牙をむき出しにして大声で吠えた。 
「俺さまはオオカミだ！」 
 ウサギは聞くと、わざと大笑いしながら云う。 
「はっはっはっ。よかった。それはよかった。」 
オオカミは少しおかしいと思って尋ねた。 
「何がよかったのだ？」 
ウサギは云う。 
「この額が黄色い象の大臣はわざわざここ一帯にやってきて、天帝の冬の礼服に用いるオオカミの
皮を探しに来たのだ。ちょうど四方オオカミを探していたところだ。まさかおまえさんが自分か
らやってくるとは思わなかった。はっはっはっ・・・」 
 オオカミは聞くと、驚いて向きを変えて逃げだし、大小便をもらしていった。 
 
≪原典≫原題「聪明的兔子」、10 頁。ガチンス（著者のおば、モンゴル人）口述 1989 年採集整理 
 
（５）ウズラとキツネの知恵比べ 
 高い山の上にビャクダンの木が生えていて、その木の上にカササギの巣があった。巣の中にまだ
ら模様のカササギが住んでいた。まだら模様のカササギはいつくか卵を産んで、その日、ちょうど
卵をかえしているところだった。 
 とても飢えて四方八方食べ物を探しているキツネがビャクダンの木のそばを通りかかった。キツ
ネはきょろきょろ眺めて、頭をもたげると、まだら模様のカササギが目にとまり、すぐに尋ねた。 
「カササギの奥さん、何をしているのですか？」 
「卵をかえしているところですよ。」 
カササギは得意げに答えた。 
 キツネは聞くとすぐに悪巧みを思いついた。木の上のカササギに向かって大声で叫んだ。 
「カササギの奥さん、飢えて死にそうです。卵を 1 個早く私に投げて、私の腹を満たしてください！」 
「え、そんなことどうしてできますか。私のかわいそうな子どもはまだ生まれ出ていないのに、こ
のようなひどい目に！むごすぎます。できません。あげることはできません！」 
「あげなくてもあげなくてはならないのだ！もし本当におまえがくれないのなら、私がこの木を切
り倒してやる。そうしたら、おまえさんの巣は完全に壊れて、おまえさんの子どもは 1 羽だって
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生きられると思うなよ！」 
 カササギは聞くと、ひどく驚いて急いでキツネに卵を 1 個投げ落とした。 
キツネはカササギが投げ落した卵を一口で丸呑みにした。立ち去る際に、またカササギに対して
云うのは、 
「俺は行くぜ。もし他の場所で食べる物を見つけられれば、俺さまはもうおまえの邪魔はしない。
もし何も食べ物を見つけられなければ、戻ってきておまえさんの卵を食べるぜ。」 
 カササギは聞くと、心を痛めて泣き出した。カササギは卵を 1 個切り捨たが、その他の卵が全部
残れるのなら、それは値することだともともと考えていた。しかし、この悪賢いキツネが卵を 1
個だまし取ったうえに、このようにまだ終わっていないことを宣告するとは思い至らなかった。 
 この時、ウズラが 1 羽飛んできて、カササギが悲しんで涙を流しているのを見て尋ねた。 
「カササギ姉さん、なぜ悲しんでいるのですか？」 
 カササギはたった今起きたことをウズラに聞かせると、最後にまた云う。 
「どうしたらいいというのでしょうか。キツネがもし本当に食べ物を見つけられなければまた戻っ
てきて、私のかわいい卵たちは全部なくなってしまいますよね？」 
云いながら、カササギは顔を涙でぬらした。 
 ウズラは聞き終わると、とても憤慨し云う。 
「カササギの奥さん、泣くのをおやめなさい。私が 1 つ方法を教えてあげましょう。今度、キツネ
がもし本当にやって来て、あなたに卵を要求したら、おまえさんは卵を 1 つもあげる必要はあり
ません。キツネがもしまた『木を切り倒す』という話でおまえさんを脅してきたら、おまえさん
は云いなさい。『おまえに角があるなら、切り倒せばいい。おまえさんにその能力があるなら、
私の卵を食べればいい。』キツネがこの方法を誰が教えたのかと聞いてきたら、おまえさんは自
分で考えたのだと云いなさい。」 
 翌日、キツネがやはりまたやって来た。 
「カササギの奥さん、おまえさんの卵を早くすべて投げ落として私の飢えを満たしてくださいよ。
俺さまはすでにまるまる一日何も食べていないのですよ。」 
「あげません。1 つだってあげません！」 
カササギの答えはとても決然としていた。 
「くれないって？それならおまえさん、覚悟するがいい。この木を切り倒して、お前さんの巣を壊
して卵を割って空っぽにしてやるぞ！」 
 カササギは少しもしり込みせず、憤慨して云う。 
「角があるなら、切り倒せばいい。能力があるなら、私の卵を食べてみなさい！どのみち、おまえ
さんに卵を私は 2 度とあげません。」 
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 キツネは聞くとぎょっとして、 
「おまえさん、どうして急に肝っ玉が大きくなったのだい？誰がおまえさんにこの方法を教えたの
だい？」 
「誰に教わる必要があるって？自分で考えたのよ！」 
 キツネはつっけんどんに断られて、すごすごと去っていった。このとき、草むらの中から、バサ
ッと 1 羽のウズラが飛び出て来て、キツネははずみでウズラを口にくわえた。ウズラの体はキツネ
の口にくわえられていた。しかし、ウズラは少しも慌てることなく、外側に出ている頭を高々とも
たげながら、どのようにして危険を脱しようかと考えていた！ただ落ち着きをはらって、キツネに
対して云う。 
「おや、あることをもう少しでまた忘れそうだった。キツネさんにお尋ねします。今日は何日です
か？」 
「今日は 8 日、、、」 
とキツネが「バー（8 の中国語読み）」と口を広げて言葉を発するとすぐに、ウズラは機会に乗じ
て、バサバサッと飛んで行った。口にまで届いた美味しいご馳走がまた飛んで行ってしまった。キ
ツネは悔しくて仕方がなく、怒って叫んだ。 
「ちくしょう。8 日というくらいなら、8 回噛んでおまえを腹の中におさめたほうがましだった！」 
 
≪原典≫原題「鹌鹑智斗狐狸」、11-13 頁。ガチンス（著者のおば、モンゴル人）口述 1989 年採集
整理 
 
（６）賢いウサギと毛長ライオン 
 動物界にはたくさんのいろいろな動物がいた。かれらは仲睦まじくつきあい、幸せに暮らしてい
た。毛長ライオンだけが自らを動物の王と名乗り、至る所で我が物顔にふるまい、うぬぼれていた。 
 賢いウサギは家族の中で最も活発でかわいらしく、利口なウサギで、一日中憂いも心配もなく、
森の中をうれしそうに飛び跳ねていた。 
 ある日、賢いウサギが弟と妹をつれて、子ジカと子ヒツジ、子キジを誘って遊びに行った。みん
ながまさに楽しく遊んでいるとき、毛長ライオンがおおいばりでかれらの中にやってきた。 
 毛長ライオンはわざと幼い子どもたちが遊んでいた花輪を足で踏みつけて放さず、両目は挑発す
る様子で、喉の奥からウッーと恐ろしい声を何度も出していた。歌と笑いに満ちていた楽しい遊び
場はたちまち静まり返った。 
 ウサギの幼い弟と妹、子ジカ、子ヒツジ、子キジは毛長ライオンのただならぬ様子をみると驚い
て声を出す勇気もなく、お互いに見あって、どうしたらよいのか分からない。ただ賢いウサギだけ
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が恐れず、礼儀正しく迎えてあいさつした。 
「こんにちは。ライオン兄さん、ようこそいらっしゃいました。私たちと一緒に遊びましょう。」 
「うん？おまえたちと一緒に遊ぶだと？おまえたち、このつまらない者どもが俺さまと遊ぶのがふ
さわしいだと。」 
毛長ライオンは傲慢な口をきいた。 
「それなら、あなたさまが私たちの所に来たのにはいったいどんな用事があるのでしょうか？」 
賢いウサギは傲慢でもなく卑屈でもなく云った。 
「たいした度胸だな。あえてこのように俺さまに聞いてくるなんて！俺さまにどんな用事があろう
が、なかろうが、おまえに関係があるか？」 
毛長ライオンは両目で不吉な恐ろしい光を放ちながら、貪欲そうに 1 匹 1 匹に近づき、子ウサギ、
子ジカ、子ヒツジ、子キジを見渡し、憎々しげに云う。 
「正直におまえたちに告げよう。この大王さまが今日ここにやってきたのは他でもない。おまえた
ちつまらない者を捕まえて、1 匹ずつ一口で噛み砕いて、腹を満たすためだ！」 
 毛長ライオンがすごい剣幕だったので、賢いウサギは災難が目前に迫っていることにすぐに気が
付いた。生死の分かれ目である。賢いウサギは落ち着きを払って、心の中でひそかに考えをめぐら
せた。「必ず方法を探して毛長ライオンに打ち勝ってやる。」 
 賢いウサギは両耳を揺らし、両目をくるりと回すと、すぐに良い考えが浮かんだ。 
「おや、ライオン兄さん、あるとても大事なことを、見たところ、あなたさまは少しも知らないよ
うですね。なので、私がまず一言忠告しましょう。今、あなたさまはまず先に自分の命の危険を
考えなくてはいけません。」 
「えっ、おまえが云っているのはどういう意味だ？」 
毛長ライオンは目を見張った。ライオンはどんな動物も自分に対してこのような縁起の悪いことを
話すのを聞いたことがなかった。 
「おお、ライオン兄さん、あなたさまはおそらくまだ分かっていないのでしょう。ある 1 頭のあな
たさまのように大きな頭で、あなたさまよりもっととても獰猛なやつが牙をむき出し、爪をふる
って、至る所で声を張り上げて、あなたさまを必ず食べてやると云いふらしています。」 
賢いウサギは落ち着いて、毛長の勇ましいライオンと知恵比べをする。 
「何？何？俺さまを食べてやるとあえて云いふらすやつがいるだと？」 
毛長ライオンは聞くとすぐにかんかんに怒って云う。 
「その大胆で無謀なことをするやつの所に早く連れて行け。そやつがいったいどんなやつか、俺さ
まが逆に見てやる。」 
 賢いウサギは毛長ライオンがうそを本当だと思いこんだのを見て、心の中でひそかに喜び、気も
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さらに大きくなって、 
「あなたさまを連れて行くのはもちろんよいです。ただし、1 つ条件があります。」 
「どんな条件だ？」 
「あなたさまが先に子ジカと子ヒツジと子キビと子ウサギの弟と妹を皆逃がすことです。」 
 毛長ライオンはこのとき敵をやっつけることに夢中で、「こいつらを放そう。どうせこの森は俺
さまが支配しており、こいつらなんか遅かれ早かれ皆俺さまのご馳走だ。いつ誰を捕まえて腹を満
たすことは些細なことではないか」と考えた。それで子ジカ、子ヒツジ、子キジ、子ウサギの弟と
妹を皆放した。 
 子ジカたちが走り去って遠くに行ってからようやく賢いウサギは安心した。 
「ライオン兄さん、私たちは道を早く急ぎましょう。そうしないとあいつは場所を変えて、私も見
つけることができなくなります。」 
と賢いウサギは云った。 
 賢いウサギは毛長ライオンを連れてしばらく歩いて、ついに深い池のほとりにやって来た。びく
びくした様子を装いながら、云う。 
「ライオン兄さん、しっかり準備をする必要があります。そやつはこの池の水の中に隠れています。」 
 毛長ライオンは半信半疑で様子をうかがって一目見ると、やはり水面に 1 匹の毛の長いやつがま
さに自分をうかがい探っている。 
 毛長ライオンはそれが自分の影とは知らず、牙をむき出し睨みつけて、たてがみをふるって怒声
で叫んで云う。 
「おまえが何さまというのだ。あろうことか、わざわざ至る所でこの大王さまを食べてしまおうと
云いふらしているのか！？」 
このとき同時に、水の中のその毛長のやつも牙をむき出し睨みつけて、たてがみをふるって怒声で
叫んで云う。 
「おまえが何さまというのだ。あろうことか、わざわざ至る所でこの大王さまを食べてしまおうと
云いふらしているのか！？」 
「いい度胸だ。あろうことか、わざわざ面と向かって対決しようと云うとは！」 
毛長ライオンは激しく怒り、池の中に飛び込んで水の中の毛長のやつと勝敗をかけて激闘しようと
した。結果、どぼんと深い池の中に落ちて溺れ死んだ。 
 
≪原典≫原題「聪明的兔子与长毛狮子」、14-16 頁。サイガシガ（モンゴル人）口述 1991 年採集整
理 
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（７）キツネと白鳥 
 白鳥が川辺の草むらの中でたくさんの雛をかえすと、毎日心を込めて雛たちをかわいがり育てて
いた。それを見たキツネはすぐに悪い考えを起こした。わざとらしい様子で白鳥に云う。 
「美しい白鳥のお姉さん、あなたさまは本当に幸せ者ですね。雛たちはみんな本当にかわいいです
ね。」 
 白鳥は雛たちをとてもかわいがっていたので、キツネがこのように自分の雛を褒めたのを聞いて、
当然とてもうれしく思い、云う。 
「お褒めいただきありがとうございます。」 
 キツネは白鳥が自分に対して少しも用心していないのを見て、さらに一歩前に進み出て、毛のふ
さふさした幼い白鳥をじっと見据えながら、幼いこいつらを早く大きくして自分の美味しいご馳走
にしたいものだと思った。キツネは 1 つの言葉に 2 つの意味を含ませて云う。 
「かわいい幼い白鳥たち、早く大きくなるのだよ！」 
 白鳥はそれを聞くと喜びから一転し、大きくため息を 1 つついて、云う。 
「もちろん、私も毎日これらの幼子たちが早く大きくなるのを待ち望んでいます。しかし、ああ、
すべての物事には不測の事態があるものです。子どもたちが平穏無事に早く成長してくれるかど
うか分かりません。」 
 キツネはこの機会に乗じて、云う。 
「どうしてできないでしょうか。私たち 2 人が友になり、私はあなたを助けてこれらのかわいい幼
子たちを見守り、保護してあげますよ。」 
 白鳥はこれを聞くと大変喜んで、すぐにキツネの友になりたいと伝えた。 
 ある日、キツネと白鳥が一緒に食べ物を探しにいき、道半ばで、キツネが云う。 
「白鳥姉さん、あなたは飛ぶことができ、そのうえ、飛ぶのが速いです。このように私と一緒に歩
くのは支障をきたします。あたなが自分で高く飛んで遠くに食べ物を探しに行き、私が戻って幼
子たちを見守ったほうがよいのではありませんか。」 
 白鳥は聞くと、その通りだと考え、キツネの方に向かってうなずくと、安心して飛び立っていっ
た。 
 キツネは白鳥の家に戻ってくると、大きな幼い白鳥を 1 羽選んで食べてしまった。白鳥が食べ物
を持って帰ってくると、キツネはもっともらしく涙を流しながら、玄関で迎えて云う。 
「白鳥姉さん、本当にあまりにも不幸です。私が戻るとすぐに幼子が 1 羽いなくなっているのに気
が付きました。」 
白鳥は子どもを 1 羽なくし、あまりの悲しみに、一晩中泣き明かした。 
 夜が明け、キツネと白鳥はまた一緒に食べ物を探しに行き、白鳥が遠くに飛び立ったとき、キツ
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ネはこっそりと戻り、また幼い白鳥を 1 羽食べてしまった。 
 白鳥が戻ってきた。白鳥は戻ってきてすぐに、また子どもが 1 羽いなくなっていることに気が付
いた。白鳥は心の中でとても悲しんだが、すぐにあることに気付いた。家の中に今回も他の人はお
らず、キツネだけだ。まさかこの友人が犯人ではないのか。白鳥が注意深くキツネを観察すると、
やはりキツネの口に細い羽毛が 2，3 本張り付いているのに気が付いた。白鳥はすぐにすべてを理
解した。このいわゆる「友人」こそが、口では甘いことを云いながら腹には剣を隠しているうそつ
きだったのだ。 
 白鳥は激しい怒りが心の中にわきあがったが、努めて憎しみを抑えてキツネに云った。 
「友よ、見たところ、ここでは平穏にはすごせないので、遠くに引っ越しませんか。私は今日山の
向こうにいい場所を見つけました。食べ物も沢山あります！明日、あなたを連れて見に行きまし
ょう。もしあなたもその場所を良いと思うのなら、戻ってきて引っ越しましょう。どうでしょう
か？」 
 盗人根性のキツネは白鳥のうそに対してどのように答えようかと、心の中でうその話を考えてい
て、白鳥を見ると自分を少しも疑っていないのを見て、取りこし苦労に思い、一転してうれしそう
に続けざまに云う。 
「それは素晴らしい！それは素晴らしい！」 
 翌日、白鳥はキツネを狩人の待ち伏せ場所に連れて行った。貪欲なキツネは案の定地面にたくさ
んの美味しそうな食べ物があるのを見て、とびかかって行っては食べ、思いがけず、狩人が仕掛け
た罠にはまった。キツネは喉を固く縄でくくられ、力を入れて抜け出したいが、もがけばもがくほ
どしめつけがきつくなる。そこで大声で叫んだ。 
「白鳥姉さん、早く助けに来てください！」 
 白鳥が飛んできて、云う。 
「親友よ。善には善の、悪には悪の報いがあります。おまえさんは死ぬ間際になって、この道理が
分かるはずでしょう。悪事はいつか己の身までも滅ぼすことになるのです。」 
 
≪原典≫原題「狐狸和天鹅」、17-18 頁。ウサラゴワ（著者の母、モンゴル人）口述 1990 年採集整
理 
 
（８）ネコとイヌが仇敵となる 
 ネコとイヌはもともと親友であり、またどちらも主人の家の中でよく手伝い合っていた。ある朝、
主人の夫婦が川岸に水を汲みに行こうとしたとき、出かける間際にネコとイヌに 
「おまえたち 2 匹でゆりかごの中の子どもをくれぐれもしっかり見ていておくれ。」 
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と云い聞かせた。 
 主人の夫婦が去った後、イヌは忠実に子どもの身の回りをずっと見守り、子どものために蚊やハ
エを追い払っていた。しかしネコは主人がいないので、いつもとうってかわってどんなことも放っ
ておいて、ごろりと横になり怠けてグーグーと寝ていた。 
 しばらくして、1 匹のネズミが壁の角の穴の中から出てきて、こっそりとゆりかごのそばまで来
ると、幼い子どもがかごから出している小さい手の指を食べたくなった。イヌは怒って追いかけて
いき、そのままこのネズミを部屋の外に追い出した。しかし、イヌが部屋に戻ってくると、別のも
う 1 匹のネズミがどこから出てきたのか、子どもの耳をちょうどかじっているのを見つけた。子ど
もは痛くてわぁわぁとずっと泣いていた。イヌは憤って激しくぶつかっていき、この憎たらしいネ
ズミを捕まえて壁の角でかみ殺した。そのあと、ゆりかごの上に腹ばいになり子どもの耳の血を舌
でなめてあげた。ちょうどその時、主人の夫婦が帰って来た。この光景を見て、主人はかっとなっ
て、どなりつけた。 
「おまえは良心のない悪いイヌだな。おまえに子守りを頼んだら、なんとこの機会に乗じて我が子
の耳をかじったな。」 
 そばで怠けて寝ていたネコは主人のこの突然のどなり声を聞きつけると、事件が起きたことを悟
り、急いで起きて、こっそりと壁の角にやってきて、イヌについさっきかみ殺されたあのネズミを
口にくわえて、おもねって、主人に向かって手柄を求めた。 
 主人は見るとすぐに、果たしてネコは苦労をいとわずよく働いていたが、イヌは仕事をしなかっ
ただけでなく、機会に乗じてイタズラをしたと信じた。ネコを勤労で仕事ができると褒める一方で、
イヌをわきまえのない役立たずと罵った。しかも、その場でイヌを部屋から追い出し、罰して今後
は門の外に立って門番をし、どんなに寒い冬や酷暑でも、建物に半歩でも入ってはならないとした。
他方で、ネコを部屋の中に置き、奥座敷の高貴な客としてかわいがった。 
 ネコは寵愛を失うことをおそれ、無実の罪を間違ってかぶったイヌのためにあえて出てきて事実
を明らかにすることをせず、むしろこの機会を利用して巧妙にその手柄を盗んで自分の物とした。
これ以来、イヌとネコは仲たがいして、仇同士となった。 
 しかし、イヌは寵愛を失い、門番にされたけれども、良心に恥じるところがないので、終日頭を
あげて胸を張っている。他方で、ネコは寵愛を得たけれども、心に恥じるところがあり、いつも頭
をあげて前を見ようとせず、寝る時でさえ、いつも頭と顔を深く懐の中に埋めている。 
 
≪原典≫原題「猫狗结仇」、19-20 頁。ウサラゴワ（著者の母、モンゴル人）口述 1991 年採集整理 
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（９）３匹の猟犬 
 大黄、二黄、三黄は 3 匹の美しい有能な猟犬である。かれらは皆とても見事な狩りの腕前をもち、
主人の有能な助手だった。 
 はじめ、主人は 3 匹の猟犬を別々に放して猟に行くことを好んだ。3 匹の猟犬は別々に猟に行く
と、それぞれ心の中で単独で猟に出るのはまさに自分の技能を示すきわめて良い機会だと理解して
いた。そのため、毎回猟に出ると、 皆負けまいと自分の素晴らしい技能を用いて獲物を捕まえ、
それぞれが毎日獲物を満載にして帰ることができた。 
 ある日、主人が自身の勇ましく勢いがよく、戦いにたける 3 匹の猟犬を眺めながら、心の中で、
得意げに考えた。「この 3 匹の猟犬はそれぞれ体が丈夫でたくましく、猟の腕が優れ、互いに優劣
がない。ただ、単独行動では勢いもなく力も弱い。もし、かれらを一緒に猟に出したら、必ずより
多くのよりいい獲物を捕まえることができよう。」そこで、3 匹の猟犬を一緒に放して猟に行くこ
とにした。 
 3 匹の猟犬は一緒に猟区にやってきた。ふと猟区をみただけでも、大小の獲物が見え隠れし、尽
きることがない。しかし、3 匹の猟犬はどれも進んで出ていかない。大黄は心の中で考えた。「こ
のように集団で行動して、私がどんなに頑張っても、主人が分かってくれるとは限らず、さらに二
黄、三黄の仕事がもっと上手だと思うかもしれない。」二黄は心の中で考えた。「集団行動では、た
くさん働いても、少しでも、よくやっても、悪くても同じである。どうせ、主人はそばにいないか
ら見ていない。その時になったら、きっと同じようにほうびを与えるはずだ。だから、私が今何も
しないで戻っても、これまでどおり、ほうびがもらえるに違いない。」三黄は心の中で考えた。「自
分は最年少だ。つまり、仕事がよくても、1 番の手柄を必ずしも授かることはできない。何で頑張
る必要があろうか。」 
 3 匹の猟犬は皆心がてんでんばらばらで、結局朝から晩までかかっても何も獲れなかった。 
 
≪原典≫原題「三只猎狗」、21 頁。バーバ（著者の父、モンゴル人）口述 1992 年採集整理 
 
（10）亀とシカ7 
美しいシカが軽やかな足どりで小さな川のほとりに水を飲みにやってきた。早くからここで待って
いた亀が 4 つ足を揺り動かしながらゆっくりと川岸をはいあがってきて、シカに向かって親しそうに
あいさつした。 
「こんにちは！美しいシカのお姫さま。」 
「どちらさまですか。」 
                                                        
7 中国語名は梅花鹿。 
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シカは警戒して 2，3 歩後ずさりした。 
「私は龍王の亀大臣です。このたびは龍王のご意向により、わざわざ陸地に森林の気象を視察しに来
ました。どのようにして森林の風を調節して雨を順調に降らせ、四季と気候を調節するのか、龍王
にその根拠を提供するためです。」 
シカは聞くと大変喜んで、云う。 
「ああ、あなたさまは私たちの恵みの神ですね。風を調節して雨を順調に降らせることさえできれば、
森林はますます繁茂し、私たちの森林はさらに美しくなります！」 
「そうです、そうです。あなたさまが云うことは本当にもっともです。わたくしがこのたび来て、森
林の景色が非常に美しく、空気がさわやかで、私の目や心を本当に楽しませてくれて、さらにこの
上なく喜ばしいのはこのように美しく聡明なシカのお姫さま、あなたさまにお会いできたことで
す・・・」 
亀は不器用そうに体を揺らしながら云った。 
亀がとても正直そうな様子を見て、シカはついに警戒を解いた。それで、亀がシカに森林視察の案
内をしてくれるよう申し出たとき、シカは快く承諾した。森林の中を長いこと視察し、亀は、 
「視察任務はもうやり遂げました。すぐに旅立ち、竜宮城に戻らなければなりません。」 
と云った。しかもシカに途中まで送ってくれないかと頼んだ。シカが少しためらっていると、亀は云
う。 
「私は今まで何度も陸地に視察に来ています。しかし、いつも私自ら 1 人で往来していて、往復の道
のりは孤独で寂しいものです。このたびめぐりあえた美しく聡明なシカのお姫さまがいてくれさえ
したら、私に喜びと楽しみをもたらし、孤独は消えるでしょう・・・」 
うまれつき善良なシカは亀の話を完全に信じ、亀を小さな川が海にそそぐ海岸まで送った。 
亀は云う。 
「いっそ、私を竜宮まで送ってください。良いことは最後までする。私は永遠にあなたを懐かしく思
うでしょう。」 
「でも私は海の中を歩くことができませんよ。」 
「大丈夫です。海の中では私がいれば、あなたさまは何も心配いりません。来て、私の背中の上にま
たがってください。私はあなたを背負って竜宮に戻ります。あなたさまを連れて竜宮で数日楽しく
遊び、視野を広くして差し上げます。」 
厚意は辞退しがたく、シカは亀のさまざまな説得の下、亀の背にまたがった。 
亀はシカを載せて、危険を恐れず果敢に前進して、瞬く間に金色や赤青の色がきらびやかで美しい
東シナ海の竜宮城に着いた。しかも、そのままシカを年老いた龍王の前に連れて来た。 
年老いた龍王に会うと、亀は地に頭を打ち付けて敬礼をし、上申した。 
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「四つの海を治める龍王さま、愚臣は命を受けて以来、朝早くから夜遅くまで、昼もなく、夜もなく、
夜を日についで、ついに 1 頭のシカを捕えて戻ってきました。」 
 シカは亀の云うことがどういう意味か、理解できず、落ち着いて年老いた龍王を見ていた。年老い
た龍王はシカが少しもおじけづいていないのを見て、年老いた龍王の健康のために犠牲を一切惜しま
ず自ら進んで差し出してくれる者と思った。 
 龍王はとても感動し、シカに尋ねた。 
「おまえは我のために自ら献上したいと思っているのだろう。」 
「何を献上するのですか。」 
「まさか亀はおまえに知らせてないのか。この龍王は不幸にも脳卒中を患い、1 頭の生きたニホンジ
カの脳みそを調合した特効薬で病気を取り除く必要があるのだ。」 
 シカはこれを聞いて、心の中で「騙された！」と大声で叫んだ。シカはとても怒ったが、すぐに平
静を取り戻した。シカはよく分かっていた。このとき逃げるにはすでに遅く、知恵によってのみ窮地
を脱することができると。シカは少し考えて云う。 
「ああ、神聖な龍王様に献上することができ、光栄に思います。しかし、目の前の私は力を発揮でき
ません。」 
「なぜだ？」 
と龍王は尋ねた。 
 シカは云う。 
「全部亀大臣がそそっかしいのが悪いのです。出かける前に私を連れて来た本当の使命をはっきり云
わなかったので、私は来るときに脳みそを持ってきませんでした。」 
「それなら、おまえの脳みそはどこにあるのだ？」 
と龍王が尋ねる。 
「私の家の宝箱の中です。もし本当に私の脳みそが龍王様のお役に立つのであれば、亀大臣と私をも
う一度取りに戻らせてください。」 
「ばか野郎の畜生め。」 
と、年老いた龍王は怒り狂い、 
「役立たずめ。早く行ってこい！」 
と亀を激しく罵った。 
 亀は驚いて肝をつぶして、何度もぬかずいて罪を認めた。 
 亀はシカを背負って海の中を、危険を恐れず果敢に前進して、陸地にまた戻ってきた。岸にあがる
とすぐシカは云う。 
「亀大臣、海の中では私はあなたにかないません。しかし、陸地に着けば、あなたさまは私より走る
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のが遅いです。こうしましょう。時間を節約し、あなたさまが 1 日も早く龍王に復命できるよう、
いっそあなたさまが私の背中にまたがり、私があなたさまを連れて行き、早く戻って来ましょう。」 
 亀は聞くと本当に喜んだ。亀がシカの背中に登るとすぐ、シカは跳ね起きて、飛ぶように遠くに走
った。 
 山を次々と飛び越え、峠を次々と越え、ついに東シナ海から遠く離れた大青山8の頂上にやってき
た。シカは 
「着きました。」 
と云うと、すぐに 2 本の脚の蹄で飛びはねた。亀はまったくの無防備だったため、シカの背中から振
り落とされ、ころころと山の下に転げ落ちていった。体にまとっている固い甲羅は石にぶつかってひ
どくぼろぼろになった。九死に一生を得て、甲羅のひびもついにはゆっくりと癒合してきたが、永遠
に消えない傷跡を残し、今に至る。亀がだましたのは 1 度きりだが、自分への害は一生である。 
 
≪原典≫原題「乌龟和梅花鹿」、24-26 頁。ウサラゴワ（著者の母、モンゴル人）口述 1989 年採集
整理 
 
（11）ウマと馬車とネジ 
 1 頭の大きな去勢馬が貨物をたくさん積んだ大きな馬車をひきながら、広々とした大通りを疾走し
ていた。 
 途中、この去勢馬は、自分はいつも特別に仕事ができ、馬車をひくのが速くかつ穏やかだと思い、
馬車の轅にとても得意げに云う。 
「私を見なさい。すごいだろう。力が強く、足も速く、馬車をひくのはなんて上手だろうね！」 
 轅は何か云おうとしたが、後ろの 2 つの車輪が先を争って口を開いた。 
「年老いたおウマさん、ほらを吹かないでください。もし私たち 2 つがこのように極めて誠実に力を
合わせて仕事をし、力を奮って必死に頑張って回転しなければ、おまえさんの力がいくら大きくた
って、こんなに重く積んだ車をひくことはできないし、こんなに軽快に走るのだって云うまでもあ
りません。」 
 大きな去勢馬と車輪は互いに意見が分かれ、わあわあと言い争いをはじめた。 
 車輪の 1 つのネジは聞いていられなくなり、口をはさんで云う。 
「おまえさん方、皆自分の功績だけをもって張り合うのをおやめなさい。実際、この馬車は、皆努力
して力を出し、それぞれが精いっぱい自分の仕事をし、誰が欠けても、この車は安全に運転できな
                                                        
8 内モンゴル自治区の陰山山脈に属する。平均海抜は 1500~1800 メートルで、主峰の海抜は 2337.7
メートルである（『内蒙古大辞典』編纂委員会 1991：6）。 
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いのです。」 
 大きな去勢馬と車輪は聞くとハハハッと大きな声で笑い出し、矛先を変えて、ネジに向かって、 
「おまえさん、小さいくせに度胸があるな。私たちと張り合おうというのか？」 
 ネジはかれらがこのように思い上がっているのをみて、路面が平らでない所で車輪が揺れ動いたす
きに一飛びし、道端に転がった。 
 カチャと音がしただけで、車輪はゆがみ、馬車はたちまちばらばらになり、動けなくなってしまっ
た。どんなにウマが力を込めても、やっぱり馬車は前にも後ろにも進まなかった。 
 大きな去勢馬と車輪はお互いに顔を見合わせると、どちらも何も云わなかった。 
 
≪原典≫原題「马、车与销钉」、27 頁。バーバ（著者の父、モンゴル人）口述 1989 年採集整理 
 
（12）カササギがトラを捕まえる 
 低い山の下の林に、カササギ家族が住んでいた。カササギ家族はそれぞれ心根が善良で、他人に対
して手厚くあたたかで、喜んで人助けをしていた。老人を敬い、幼き者を愛し、他の動物とも仲が良
かった。カササギ家族はまた他の人びとに熱心に関心をはらい、祝い事がある家があれば、進んで 1，
2 羽の使者を送って訪問し、喜びを知らせお祝いする。 
 崖の上にトラが住んでいた。トラは至る所で横暴なことをし、弱い者を軽蔑し、今日山の上で 1 頭
の牛を咬み、次の日にはヒツジを 1 頭食べる。カササギ家族が逃れられるわけなかった。カササギ家
族の一員がトラにむごく殺される残虐な事件が毎日起きていた。 
 抑圧があれば、抵抗が必ず起きる。ある日、カササギ王は家族全員を集めて会議を開き、トラを捕
まえる大事について協議した。全林中のカササギが飛び回ってお互いに連絡し、みんな時間通りに会
場にやってきた。カササギたちは大きな木の枝先に切れ目なくいっぱい並び、カササギ王がみんなに
向かって正式にトラを捕まえる決定を宣言したとき、会場は歓呼し、ぺちゃくちゃと議論する声が天
まで響きわたった。 
 しかし、喜んだのもつかの間、少なくないカササギが心配して云う。 
「私たちカササギはこんなに小さいのに、トラはあんなに大きい。私たちは勝つことができるだろう
か。」 
 カササギ王が云う。 
「団結すれば、力は大きい。皆で協力しさえすれば、弱い者でも強い者を必ず倒せる。」 
この話にみんなは自信をつけた。トラを捕まえる完璧なプランがあっという間に出来上がった。 
 夜明けごろ、トラはいつもと同じように、気勢はげしくいつもの道に沿って、低い山の下にやって
きて、山の下の弱い者をまた襲撃しようとしていた。トラは山の下に降りてきてすぐ、思いがけずカ
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ササギの包囲網に入ってしまった。非常に大勢のカササギが黒山のように空から降ってきて、先頭の
数十羽の勇士がまず勢いよく急降下して攻撃し、きりのようにとがった嘴をトラの目に向かって刺し、
トラがわぁーっと一声あげると、両目は刺しつぶれた。これと同時に、千にのぼるカササギがトラに
向かって飛びかかり、とがったきりのような嘴で一斉にトラを刺し、トラをつついて体中傷だらけに
した。引き続きすぐに、数百のカササギが事前に準備した縄をもちながら、トラをがんじがらめに縛
りあげた。尊大ぶって人を人とも思わないできたトラはこのようにして戦わずして捕らわれの身とな
った。 
 カササギたちはトラを林中引きまわして見せしめにした。ウマ、ウシ、ヒツジ、シカ、ウサギ、サ
ルなどの動物たちはみんな出てきて見物した。かれらはトラが大人しくカササギたちに見せしめに引
かれているのを見て、手を叩いて喝采を叫ばない者はない。かれらは声をそろえて歓呼し、 
「カササギ、カササギ、素晴らしい、本当に素晴らしい！」 
 普段、いつも活発に動き回って、少しも静かにしようとしていないサルはこのときはかえって呆然
と立ちつくし、少しも動かない。しばらくしてようやく夢から覚めたように、高い声で感心して褒め
称えて云う。 
「心をあわせたアリが山犬とオオカミを食う。協力したカササギがトラを捕まえた！！」 
 
≪原典≫原題「喜鹊捉老虎」、30-31 頁。ウサラゴワ（著者の母、モンゴル人）口述 1994 年採集整
理 
 
（13）アヒルと白鳥 
 アヒルと白鳥は幼いころ親友であった。幼いころから深緑色の湖畔で生活し、美しい自然風景がと
ても好きだった。連れだって湖を泳いだこともあれば、湖畔をのんびりとそぞろ歩いたこともあった。
天と湖面のつながりや村が湖面に映ったうっとりするような景色を鑑賞した。 
 のちに、年を重ねるにつれて、興味関心に差が生まれた。 
 アヒルの子は働くことも勉強も嫌いで、丸一日家で騒いで両親にお金をねだり、見栄えのいい服や
美しい首飾りを買いに行き、入念に自分を着飾っていた。 
 白鳥は騒ぐこともなく、さらに時間を無駄にして苦心して自分の外見を着飾ることもしない。彼女
は毎日静かに書斎に座って勉強をしていた。彼女は次の両親の熱心な教えをしっかりと記憶していた。
「お金や服で自分を着飾っても、知識で自分を着飾るのには及ばない。」 
 数年後、幼いアヒルと白鳥はどちらも成長した。アヒルは全身きれいな外見以外、知識も才能も何
も無い。アヒルが道を歩くとき腰をふりふりと揺り動かし、人の注目を引こうとしても、皆の関心を
引くことはできない。白鳥の外見は質素で飾り気がないが、博識で、才能が抜きんでており、風格が
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気高いため、みんなの尊重と感服を深く受けた。 
 
≪原典≫原題「鸭子和天鹅」、33 頁。ウサラゴワ（著者の母、モンゴル人）口述 1994 年採集整理 
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Collections of Ordos folktales (2): Qian Shiying, 1999, Huhhot 
 
KODAMA Kanako 
Summary: 
This text is a partial translation of “Ordos Folklore Collections” (published by Inner Mongolia 
People’s Press, 1999). The original title is “鄂尔多斯民间采风 (Eerduosi minjian caifeng)” by 
Qian Shiying. The original manuscript was written in Chinese. This book contains eighty-six 
folktales collected in the Ordos district of the Inner Mongolia Autonomous Region, China and 
arranged by the author. The author, Ms. Qian, was born in 1953 in Üüsin (Wushen in Chinese) 
Banner (an Inner Mongolian administrative division at the county level), which is located in the 
south of the Ordos district. According to her afterword, she is a descendant of Mongolian 
pastoralists.  
The folktales fall into three categories: folk tales about animals and plants (28); folktales 
about people (34), and myths (24). I translated 13 folktales about animals and plants. All characters 
in those folktales are either animated objects or animals: horses, dogs, cats, sparrows, ferrets, lions, 
rabbits, quail, foxes, swans, deer, turtle, tigers, duck, mapgies. The 13 folktales are mainly funny 
stories, origin stories, stories about tricksters, and fables.  
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